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門
もん

坊
ぽう

寺
じ

（美山町河内谷）
　門坊寺（聞法寺）も徴発対象となり
ました。現在は毘沙門天の祠や石段

などが散在して
います。慈

じ

眼
げん

寺
じ

（京都市右京区）、
長
は

谷
せ

寺
でら

（奈良県桜
井市）に仏像が移
ったと伝えられ
ています。

小
こ

畠
ばたけ

氏（園部町宍人）
　1575（天正3）年、織田信長は丹波の国衆の小畠氏あて
に光秀の丹波平定に加勢するよう要請し、丹波攻略の
上で最も重要な家臣として活躍しました。しかし、小
畠氏の中心人物であった小畠国明と子・永明が、1579

（天正7）年、八上城の戦いに参加するも戦死。光秀は功
績を評価し、遺児となった孫・伊勢千代丸に明智姓を
名乗らせ、小畠一族の家督を継がせるよう命じました。
　こうしたことから、光秀が小畠氏をいかに重視して
いたかがうかがえます。

普
ふ

門
もん

院
いん

（日吉町中世木牧山）
　周山城築城のための徴発対象となり、建物は取り壊
されました。江戸時代に再興された後、火災に遭いま

したが、毘沙門天立像などは
難を逃れ、本堂に安置されて
います。聖観世音菩薩は、33
年に一度開帳される秘仏です。
　また、毎年8月24日は、牧山
の松明行事が行われています。

▲毘沙門天跡

▲小畠屋敷図（摩気神社蔵）

▲居城とした宍人城跡

▲普門院

光
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光
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2
0
2
0
年
の
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟

が
く
る
」の
発
表
を
受
け
、明
智
光
秀
ゆ

か
り
の
地
を
紹
介
し
た
観
光
マ
ッ
プ
が

平
成
30
年
10
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
で
は
、
光
秀
に
ゆ
か
り

の
あ
る
地
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
や
寺
社
な

ど
の
紹
介
の
ほ
か
、
グ
ル
メ
や
観
光
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
光
秀

ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

配
布
場
所
：
各
道
の
駅
、
観
光
協
会
な
ど 

発
行
：
森
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、

　
　
　

兵
庫
県
丹
波
県
民
局

制
作
：
大
丹
波
観
光
推
進
委
員
会

問
南
丹
広
域
振
興
局
商
工
労
働
観
光
室

TEL（
０
７
７
１
）２
３
─
４
４
３
８

問
森
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ

TEL（
０
７
７
１
）２
２
─
９
８
０
０

問
南
丹
市
歴
史
探
勝
会

　
　
　
　
　
　
　

代
表　

小
畠　

寛 

さ
ん

TEL
０
９
０
─
３
０
３
２
─
８
４
５
３

　

郷
土
史
を
研
究
す
る
市
民
団
体「
南

丹
市
歴
史
探
勝
会
」で
は
、「
明
智
光
秀

と
丹
波
の
関
連
が
丹
波
亀
山
城
と
福
知

山
城
だ
け
で
な
く
、
南
丹
市
や
京
丹
波

町
に
も
あ
る
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら

い
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」と
の
思

い
で
、
昨
年
10
月
か
ら
各
地
で
パ
ネ
ル

展
を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
光
秀
と
の

接
点
が
あ
っ
た
人
物
や
寺
な
ど
、
６
枚

の
パ
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
は
市
役
所
各
支
所
に
展
示
す

る
予
定
で
、
今
後
は
各
所
で
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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園
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館
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場所 展示期間
美山支所 展示中～1月15日（火）
日吉支所 1月16日（水）～23日（水）
八木支所 展示中～期限未定

※午前8時30分～午後5時まで、土曜、
　日曜、祝日を除く


